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研究概要 

北陸地域の冬季における降水量の年々変動を，気象庁の観測データを用いて調べたところ，1980 年

代後半以降の 12 月に顕著な降水量の増大があり，一方で 1，2月に関しては，殆ど降水量の変化がな

いことが分かった。また福井県以西でも，12 月の降水量に同様の増加傾向が見られるが，新潟県以北

では，12，1，2月といずれも降水量の長期変動が見られないことも分かった。日本海沿岸域では，12

～3 月が 1 年で最も降水量が多い季節で，場所によっては年間の 3 分の 1 程度の降水量を稼ぐことか

ら，地域の水資源や水害・雪害という点で，この降水量の変動とその原因を調べることは重要である。 

日本海中部において，晩秋から初冬期にかけての海面温度の上昇傾向は，1980 年頃から顕著になっ

ており，この海面温度上昇が，冬季降水量増加の原因として第一に考えられる。しかし本申請者によ

る予備解析により，海面温度上昇ではなく大陸から吹き出す冬季季節風の強化が本質的に重要である

ことが示唆された。日本と同様に大陸東側に位置する米国東部でも，寒気の吹き出しの強化傾向に伴

う冬季の気象災害に関する報告が増えており，全球規模の気候変動の可能性がある。 

以上から本研究では，「北陸の日本海沿岸域で見られる初冬期における近年の降水量増加傾向の原

因｣と考えられる「大陸から吹き出す冬季季節風の強化傾向の原因」を，気象・海洋の現場観測と衛

星観測を組み合わせて明らかにすることを具体的な目的としている。 

成果要約 

北陸地域の冬季降水量は，12 月に顕著な増加傾向（約 30 年間で約 50％程度）を示す一方で，1，2

月に殆ど変化が見られない。これは大陸から吹き出す冬季季節風が，12 月だけ強化傾向にあり，1，2

月は殆ど変化していないことと対応している。この季節風の長期変動の原因を考える上で，気候学的

に有名な幾つかの指標との比較を行った（例えば，エルニーニョ（南方振動）指数，北極振動（AO）

指数，太平洋十年規模振動（PDO）指数，等）。しかし，いずれの（変動）指数も日本海上の季節風の

長期変動に関して，「12 月だけ強化傾向にあり，1，2月は殆ど変化していない」ことを説明出来なか

った。このため気候の長期変動をテーマとする学会に参加したり，気候変動を特に専門とする研究者

を招待しながら富山にて特別研究会を開催したりして，様々な研究者と議論を重ねた。その成果とし

て，日本海上の季節風の長期変動としては，西太平洋（WP）パターンとよばれる西太平洋でのジェッ

ト気流の強弱が大きな影響を及ぼすことが分かってきた。一方で，WP パターンとしては，近年顕著な

（一方的な）変動は生じておらず，このジェット気流の強弱でも「日本海上の季節風が，12 月だけ強

化傾向にあり，1，2 月は殆ど変化していない」ことを説明出来なかった。このため更に解析を進め，

最終的には，熱帯インド洋から熱帯西太平洋にかけての降水活動が原因である事が示唆された。本研

究によって判明したメカニズムを箇条書きにまとめると以下の通りである。 

（A）熱帯インド洋から熱帯西太平洋にかけて，北半球冬季の海面温度が近年上昇している。 

（B）海面温度の上昇に伴い，同海域において対流活動が近年活発化している。 



（C）「対流活動の活発化」＝「水蒸気の凝結熱による大気の加熱の強化」を意味する。 

（D）熱帯で大気が加熱されると，その影響はジェット気流を通じて中緯度まで達する（テレコネ

クションとよぶ）。 

（E）熱帯インド洋から熱帯西太平洋にかけての降水量増加に伴うテレコネクションパターンとし

て，日本域は低圧，シベリア付近は高圧となる（即ち，近年の熱帯域の降水量の増加は，日本域

の低圧化，シベリア付近は高圧化に繋がっている）。 

（F）このテレコネクションパターンは，冬型の気圧配置を強化することになり，日本海の季節風

の強化をもたらす（下図）。 

上記の一連のメカニズムに沿うと「日本海上の季節風が，12 月だけ強化傾向にある」事だけで無く

「1，2月は殆ど変化していない」ことも説明出来る。即ち 

（ア）１，２月の熱帯インド洋から熱帯西太平洋にかけての近年の降水量の増加は，１２月に比

べてわずかである。 

（イ）１，２月の熱帯インド洋から熱帯西太平洋にかけての降水（加熱）に伴う大気のテレコネ

クションパターンとしては，日本付近に関しては，１２月と比べると低圧部が東側にずれる（１

２月と比べると冬型の気圧配置が強化されない）。 

以上のメカニズムは，本研究が新たに提唱するものである。日本から遠く離れた「熱帯インド洋か

ら熱帯西太平洋にかけての海洋の状態（更にはそれに影響を受けた降水活動）」が，日本海沿岸に

暮らす我々の生活に大きな影響を及ぼし得るという，気候学的に新しい知見が得られた。現在は，

本研究成果を基に，よりテーマを拡げた研究に取組んでおり，その一連の活動として科学研究補助

金に応募し国際共同研究加速基金（国際共同研究強化）として採択された。 

 

参考図：熱帯インド洋から熱帯西太平洋にかけての領域（図中の赤枠の領域）において，12 月の降水が

普段よりも多い場合の海面気圧のパターンの変化（気候学的な 12 月の海面気圧パターンからの偏差）。

日本域では普段よりも低圧（青色系），大陸の極域を中心に普段よりも高圧（赤色系）となっているこ

とが分かる。 
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